
募　

集

募　

集

臨
時
職
員
登
録
受
け
付
け

　

臨
時
職
員
を
任
用
す
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ
た
か

た
の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考

し
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
、
任

用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

登
録
期
間　

受
け
付
け
を
し
て
か

ら
、
平
成
22
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
募
集
内
容

応
募
資
格　

保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
お

持
ち
の
か
た

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
休
憩
時

間
有
り
）

賃
金　

職
種
に
よ
り
金
額
が
異
な
り

ま
す
。

そ
の
他　

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
制

度
有
り

※
勤
務
日
・
勤
務
時
間
な
ど
は
業
務

の
内
容
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

・
返

却
不
可
・
勤
務
時
間
の
希
望
事

項
が
あ
れ
ば
必
ず
記
入
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
保
健
師
・
助

産
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
免

許
証
の
写
し
（
返
却
不
可
）
を
添

え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〠
３
６
６
‐

０
８
２
３
・
本
住
町
17
‐
１
・
☎

５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

学
校
教
育
課
募
集
内
容

幼
稚
園
教
諭

仕
事
の
内
容　

市
立
幼
稚
園
担
任
ま

た
は
担
任
補
助

応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
１
種
ま
た
は

２
種
普
通
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
、
担
任

は
１
日
７
時
間
45
分
、
担
任
補
助

は
１
日
６
時
間

学
校
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

仕
事
の
内
容　

市
立
小
学
校
で
の
学
習

支
援
（
担
任
教
師
と
の
複
数
指
導
）

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
校
い
ず
れ

か
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜
日
、

1
日
６
時
間

図
書
館
補
助
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
図
書
の
貸
し
出
し
補
助
・
整
理
・

修
理
な
ど

応
募
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

週
３
日
、
１
日
４
時
間

学
校
相
談
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
児
童
・
生
徒
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
の
相
談
や
援
助
な
ど

応
募
資
格　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

の
受
講
を
終
了
し
た
か
た
（
平
成

21
年
３
月
終
了
見
込
み
可
）、
ま

た
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
経
験

３
年
以
上
の
か
た
、
ま
た
は
小
・

中
・
高
校
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許

状
を
有
す
る
か
た
（
平
成
21
年
３

月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
６
時
間

特
別
支
援
補
助
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自

立
支
援
・
介
助
な
ど

応
募
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
５
時
間

生
徒
指
導
支
援
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
生
徒
指
導
の
充
実
に
資
す
る
た

め
の
学
習
支
援
・
校
内
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
校
い
ず
れ

か
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
７
時
間

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
・
返

却
不
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
学
校
教

育
課
（
〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
・

本
住
町
17
‐
３
・
☎
５
７
２
‐

９
５
７
８
）
へ

講　

座

講　

座

上
級
救
命
講
習
会

と
き　

２
月
７
日
㈯
午
前
８
時
30
〜

（
８
時
間
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
消
防
本
部

定
員　

先
着
20
人
（
最
小
催
行
人
員

10
人
）

受
講
資
格　

深
谷
市
ま
た
は
寄
居
町

在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上
の
か
た

で
平
成
16
年
７
月
以
降
の
普
通
救

命
講
習
修
了
者

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

19
日
㈪
か
ら
電
話
で
警
防
課
（
☎

５
７
１
‐
０
９
１
４
）
へ

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

と
き　

１
月
31
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者

講
師　

清し

水み
ず

瑠る

璃り

氏
（
カ
ラ
ー
ア
ナ

リ
ス
ト
）

定
員　

16
人

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

う
つ
病
家
族
教
室
〜
う
つ
病
の
か

た
を
家
族
で
支
え
る
た
め
に
〜

　

大
切
な
人
の
う
つ
病
に
合
う
テ
ー

マ
の
話
を
聞
い
て
、
接
し
方
や
支
え

情 

報 

ひ 

ろ 

ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

必
要
な
物　

は
さ
み
、
の
り

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

平
成
20
年
度
文
化
庁
「
文
化
芸
術
に

よ
る
創
造
の
ま
ち
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
き　

１
月
17
日
㈯
開
会
＝
午
後
２

時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

基
調
講
演
（
午
後
３
時
30
分
〜
）

　

大お
お

林ば
や
し

宣の
ぶ

彦ひ
こ

氏(

映
画
作
家)

「
ま

ち
の
こ
し
の
時
代
を
迎
え
て
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
午
後
４
時
40
分
〜
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

曽そ

田た

修し
ゅ
う

司じ

氏

（
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

加か

藤と
う

種た
ね

男お

氏
（
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
芸
術
文
化
財
団
事
務
局

長)

、
竹た

け

石い
し

研け
ん

二じ

氏
（
深
谷
市
文

化
創
造
体
験
実
行
委
員
長
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

山
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
の
冬
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

『
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
』
開
催

　

雪
ま
つ
り
期
間
中
の
ご
宿
泊
は
、

山
の
家
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

宿
泊
料　

１
泊
２
食
付
き
で
大
人
＝

５
，
０
０
０
円
、
小
学
生
＝
４
，

０
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
・

食
事
無
し
（
別
料
金
で
お
子
様
メ

件
を
満
た
す
か
た
（
本
人
不
可
）

定
員　

第
１
回
＝
先
着
60
人
、
第
２

回
〜
第
４
回
＝
各
先
着
40
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７

日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐

１
１
０
１
）
へ

渋
沢
栄
一
翁
に
触
れ
る
講
演
会

　

日
本
で
初
め
て
の
機
械
に
よ
る
煉れ

ん

瓦が

製
造
工
場
を
作
っ
た
の
は
渋
沢
栄

一
翁
で
あ
り
、
中
央
官
庁
や
東
京

駅
は
深
谷
の
煉
瓦
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
煉
瓦
建
築
に
つ
い
て
の
興
味

深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
15
日
㈰
受
け
付
け
＝
午

後
１
時
30
分
〜
、
開
演
＝
午
後
１

時
50
分
〜

と
こ
ろ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

講
師　

元
日
本
煉
瓦
製
造
㈱
取
締
役

会
長
・
金か

ね

子こ

祐す
け

正ま
さ

氏
（
竜
門
社
深

谷
支
部
理
事
）

演
題　
『
渋
沢
栄
一
と
煉
瓦
建
築
』

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

（
☎
５
８
７
‐
１
１
０
０
）
へ

催　

し

催　

し

節
分
ま
つ
り

と
き　

１
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

方
な
ど
、
家
族
と
し
て
の
か
か
わ
り

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

回 とき テーマ 対象 講師

①
2月 3日㈫
午後1時 30分～

典型的なうつ病の診断と治療、家族の対応について
～「うつ状態」と「うつ病」。

最近のうつ病についての考え方の変化も踏まえて～

うつ病でお困りのかたの
家族および直接かかわり
のあるかた

深谷メンタルクリニック院長
島
しま

上
がみ

實
みのる

　精神科医師

②
2月 9日㈪
午後1時 30分～

女性のこころとからだの発達とうつ病、家族の対応について
～うつ病が女性に多いのは？

産後うつ、空の巣症候群、更年期障害などをみながら～

女性のうつ病でお困りの
かたの家族および直接か
かわりのあるかた

埼玉県立精神保健福祉センター精神保健福祉
相談自殺防止対策センター担当
菊
きく

池
ち

礼
れい

子
こ

　臨床心理士

③
2月 16日㈪
午後 1時 30分～

働く中高年のメンタルヘルスとうつ病
～予防・発見と適応支援、回復途上における

“家族の協力”と再発防止について～

働く中高年のうつ病でお
困りのかたの家族および
直接かかわりのあるかた

㈱本田技術研究所カウンセリングルーム
白
しら

井
い

志
し

之
の

夫
ぶ

　臨床心理士・精神保健福祉士

④
2月 26日㈭
午後 1時 30分～

高齢者の生きがいとうつ病、家族の対応について
～身近な人との死別、役割喪失、

閉じこもりをのりこえて。認知症との見分けかた～

高齢者のうつ病でお困り
のかたの家族および直接
かかわりのあるかた

田中医院
定
さだ

森
もり

真
ま

理
り

　精神科医師

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者
で
、
各
対
象
要

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

問い合わせ　保育課（☎ 574－ 8648）へ
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※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

会　場 講 座 名 内　容 と　き（2月） 定員 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

わくわく入力 簡単な作品を作りながら、日本
語入力をマスターする

12日㈭
13日㈮ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に入
りへの登録

23日㈪
24日㈫

日本語入力ができ
るかた

岡部公民館
☎585ー 4974

パソコン入門 コンピューターの起動、日本語
の入力

2日㈪
3日㈫ 午前9時

～ 11時 45分
各先着
12人

パソコンの初歩か
ら学びたいかた

チラシ作成 ワードアートを使って、見やす
くきれいなチラシの作成 17日㈫ 日本語入力ができ

るかた

川本公民館
☎583ー 3234

のんびり入力 カードなどの作品を楽しんで作りな
がら、日本語入力をマスターする

4日㈬
5日㈭

午前 9時
～ 11時 45分

各先着
12人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

メール入門 メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

18日㈬
19日㈭ 日本語入力ができ

るかたExcel 入門
（XP）

表の作成、計算式と関数の入力
など

26日㈭
27日㈮

花園公民館
☎584ー 2184

Word入門（XP）案内文など文書の作成 9日㈪
10日㈫ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
12人

日本語入力ができ
るかた写真入りカード

作成
デジカメ写真を入れたポスト
カードの作成 25日㈬

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者
で
、
各
対
象
要
件

を
満
た
す
か
た

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
23
日
㈮
午
前
８

時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を
添
え
て
各
会
場
と
な

る
公
民
館
へ

申
し
込
み　

１
月
26
日
㈪
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
往
復
は
が
き
の
書
き
方
参
照
）

で
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

入
場
整
理
券
当
選
・
交
付
方
法

　

当
選
者
に
は
返
信
用
は
が
き
に
入

場
整
理
券
を
印
刷
し
、
２
月
10
日

㈫
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

・ 

整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
（
再
発
行
は
し
ま
せ
ん
）。

・ 

抽
選
に
外
れ
た
応
募
者
に
は
、
返
信

用
は
が
き
で
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

・ 

申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
複

数
申
し
込
み
や
、
往
復
は
が
き
以

外
で
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

・ 

申
込
時
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
当
該
の
目
的
の
み

に
使
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

人
気
沸
騰
！ 

平
成
20
年
度

第
６
回
「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
６
回
の

ゲ
ス
ト
は
コ

ン
ト
山や

ま

口ぐ
ち

君く
ん

と
竹た

け

田だ

君く
ん

で

す
。
医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝ち

ょ
う

さ
ん
に
よ
る
健
康
落
語
や
、
日
本
女

子
体
育
大
学
特
任
教
授
の
西に

し

岡お
か

光み
つ

世よ

先
生
に
よ
る
「
美お

味い

し
い
食
事
よ
り

楽
し
い
食
事
」
と
題
し
た
講
演
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
総
合
司
会
は

笑
い
と
健
康
学
会
会
長
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

さ
ん
で
す
。

と
き　

３
月
14
日
㈯
開
場
＝
午
後
１

時
、
開
演
＝
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

３
０
０
人

入
場
料　

無
料

【往復はがきの書き方（見開きの状態）】

コント山口君と竹田君

深
谷
市
本
住
町
十
七
番
一
号

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

※
空
欄

　

こ
こ
は
白
紙
の
ま
ま
！

あ
な
た
の
お
名
前 

様

あ
な
た
の
ご
住
所

平
成
二
十
年
度 

第
六
回

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会 

聴
講
希
望

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
希
望
人
数
（
１
人
ま
た
は
２
人
）

〒 366-0823

往信（表）

往信（裏）返信（表）

返信（裏）

往信

返信



ニ
ュ
ー
有
り
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

13
日
㈫
〜
16
日
㈮
ま
で
に
、
く

ら
し
い
き
い
き
課(

☎
５
７
４
‐

６
６
３
３)
へ

※
申
込
人
数
は
２
人
以
上
６
人
以
内

の
グ
ル
ー
プ
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
（
連
泊
希
望
の
か
た
が
優

先
で
す
）。

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社

旧
煉
瓦
製
造
施
設
の
臨
時
公
開

　

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
は
、
渋
沢

栄
一
な
ど
を
発
起
人
と
し
て
明
治
20

年
に
設
立
し
、
平
成
18
年
に
自
主
廃

業
す
る
ま
で
約
１
２
０
年
間
に
わ
た

り
存
続
し
て
い
ま
し
た
。
設
立
当
初

は
、
東
京
駅
、
群
馬
県
の
碓
氷
第
三

橋
梁
（
め
が
ね
橋
）
な
ど
明
治
の
重

要
な
建
造
物
に
煉
瓦
を
供
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
の
近
代
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
会
社
で
す
。
煉
瓦
工

場
跡
地
に
所
在
す
る
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
６

号
窯
、
旧
事
務
所
、
旧
変
電
室
は
、
明

治
期
を
代
表
す
る
建
造
物
と
し
て
国

指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
見
学
の
要
望
が
多
い

こ
と
か
ら
、
今
回
は
臨
時
的
に
施
設

を
公
開
し
ま
す
。

と
き　

１
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

煉
瓦
工
場
跡
地
（
上
敷
免

28
‐
10
番
地
・
28
‐
11
番
地
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
14
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

■
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
29
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

深
谷
子
ど
も
の
本

の
会
・
福ふ

く

井い

さ
ん
（
☎
５
７
２
‐

１
２
３
７
）
へ

岡
部
図
書
館

■
え
い
が
会

と
き　

１
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
森
の
仲
間
た
ち
」、「
ド
ナ
ル

ド
ダ
ッ
ク
と
か
わ
い
い
子
リ
ス
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

内
容　

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
折

り
紙

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

１
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
か
ら
す

の
パ
ン
や
さ
ん
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

１
月
11
日
㈰
午
後
３
時
〜

対
象　

幼
児
・
小
学
生

内
容　

紙
芝
居
、
手
遊
び
、
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
１
月
〕
＝
１
日
㈷
・
２
日
㈮
・
３

日
㈯
・
５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19
日

㈪
・
26
日
㈪
・
30
日
㈮

〔
２
月
〕
＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
12
日

㈭
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
27
日
㈮

市
町
村
職
員
採
用
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　
【
第
１
回
】
２
月
26
日
㈭
開

場
＝
午
後
２
時
、
開
演
＝
午
後
２

時
30
分
（
午
後
５
時
終
了
）、【
第

２
回
】
３
月
３
日
㈫
開
場
＝
午
後

１
時
、開
演
＝
午
後
１
時
30
分（
午

後
４
時
終
了
）

※
第
１
回
、
第
２
回
と
も
同
一
の
内

容
で
す
。

と
こ
ろ　

第
１
回
＝
熊
谷
文
化
創

造
館
さ
く
ら
め
い
と
（
Ｊ
Ｒ
籠
原

駅
南
口
か
ら
徒
歩
15
分
）、
第
２

回
＝
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ

（
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
西
口
か
ら
徒
歩
７
分
）

内
容　

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
准
教
授
・
小こ

島じ
ま

貴た
か

子こ

氏
に
よ
る
講
演
と
、
市
町
村

職
員
に
よ
る
仕
事
の
経
験
談
や
質

疑
応
答
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　

第
１
回
＝
２
５
０
人
、
第
２

回
＝
４
７
０
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

ま
で
に
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合
（
ｕh

ttp
://w

w
w
.h
ito
zu
ku
ri.o
r.jp
/n
a
vi/

）へ

問
い
合
わ
せ　

彩
の
国
さ
い
た
ま

人
づ
く
り
広
域
連
合
・
自
治
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
８
‐

６
６
４
‐
６
６
８
１
・
Ｆ

０
４
８

‐
６
６
４
‐
６
６
６
７
）
へ

生　

活

生　

活

出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
の
見
直
し

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
産
科
医

療
補
償
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
産

科
医
療
補
償
制
度
は
、
お
産
を
し
た

と
き
に
何
ら
か
の
理
由
で
障
害
を
抱

え
た
赤
ち
ゃ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
の

経
済
的
負
担
を
考
え
た
新
し
い
補
償

制
度
で
、
分ぶ

ん

娩べ
ん

機
関
（
病
院
、
診
療

所
や
助
産
所
）
に
過
失
が
な
く
て

も
補
償
金
（
一
時
金
６
０
０
万
円
と

分
割
金
２
，
４
０
０
万
円
の
計
３
，

０
０
０
万
円
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
同
制

度
に
加
入
し
た
分
娩
機
関
は
、
出
産

１
件
に
つ
き
３
万
円
の
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
か
ら
、
出
産
費
用
に
保

険
料
分
を
上
乗
せ
し
て
妊
産
婦
に
請
求

す
る
と
み
ら
れ
ま
す
（
出
産
費
用
の

増
加
）。
こ
の
た
め
、医
療
保
険
（
健
康

保
険
、
共
済
組
合
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
）
が
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の

額
が
見
直
さ
れ
、
同
年
１
月
か
ら
３
万

円
引
き
上
げ
、
現
在
の
35
万
円
か
ら

38
万
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
制
度
に
加
入
し
て
い
な

18夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と

③
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ
る
こ

と
（
初
め
て
の
か
た
は
、
医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
）

②
介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
の
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
送
付

　

所
得
税
、市
県
民
税
の
申
告
の
際
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
人
ま

た
は
そ
の
か
た
を
扶
養
し
て
い
る
親

族
の
か
た
が
障
害
者
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
１
月
下
旬
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
郵
送

し
ま
す
。

※
窓
口
で
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

要
件　

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

で
な
い
次
の
要
件
を
満
た
す
65
歳

以
上
の
か
た

①
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
な
ど

に
準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
要
介
護

４
ま
た
は
要
介
護
５
と
認
定
を
さ

れ
て
い
る
か
た
（
特
別
障
害
者
）

②
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
な

ど
に
準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
要
介

護
３
と
認
定
を
さ
れ
て
い
る
か
た

（
普
通
障
害
者
）

問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
（
☎

５
７
４
‐
８
５
４
４
）、
岡
部

福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、
花

園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
３
）
へ

平
成
19
年
度
大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　

平
成
19
年
度
大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
が

確
定
し
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
総
額
は
１
６
９
億
６
，
５
５
１

万
円
で
、
対
前
年
度
比
７
・
２
％

増
、
歳
出
総
額
は
１
６
８
億
７
，

６
６
２
万
円
で
、
対
前
年
度
比

８
・
２
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
19
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
残
額

は
８
，
８
８
９
万
円
で
す
。

歳出歳入

総務費
3億9,396万円
（2.3％）

居宅介護サービス給付費
84億393万円
（49.8％）

施設介護サービス給付費
58億4,758万円
（34.6％）

地域密着型介護
サービス給付費
11億412万円
（6.5％）

高額介護サービス費
2億4,042万円
（1.4％）

特定入所者介護サービス費
5億4,632万円
（3.2％） 審査支払手数料

2,300万円
（0.1％）

その他
3億1,729万円
（1.9％）第1号被保険者保険料

30億9,736万円
（18.3％）

その他
2億4,256万円
（1.4％）

市町負担金
24億8,863万円
（14.7％）

国庫負担金
36億7,374万円
（21.7％）

支払基金負担金
50億5,380万円
（29.8％）

県負担金
24億942万円
（14.2％）

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
は
３
年
に
一
度
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
介
護
保
険
料
が
改
定
と
な
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
（
☎
５
０
１
‐
１
３
３
０
）
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

あ
な
た
の
人
生
を
大
き
く
サ
ポ
ー
ト

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
大
人
の
仲
間
入
り
。
国
民
年
金
に

も
加
入
し
ま
す
。
加
入
の
手
続
き
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
行
い
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト

　

年
金
額
は
物
価
の
変
動
を
反
映
し

ま
す
。
現
在
の
貨
幣
価
値
は
、
こ
れ

か
ら
の
長
い
将
来
変
わ
ら
な
い
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
今
の
貨
幣
価
値
が
目
減
り
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
公
的
年
金

は
、
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
生
涯
安

心
で
す
。

　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り

ま
す
。
公
的
年
金
の
保
障
は
老
後
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
中
に
事

故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
は

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し

た
場
合
は
、
そ
の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◎
納
付

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
４
，
４
１
０
円
で
す
。
納

付
方
法
に
は
、
①
納
付
書
で
納
付　

②
口
座
振
替　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
納
付　

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前

も
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
前
納
制
度
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い
分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場
合
の
出

産
育
児
一
時
金
の
額
は
医
療
保
険
者

に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
で

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に
関

す
る
内
容
は
、
産
科
医
療
補
償
制
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｕh

ttp
://w

w
w

.sa
n
ka
-h
p
.jc
q
h
c
.o
r.jp
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、花
園
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

長
寿
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
認
定
を

受
け
て
、
お
む
つ
を
使
用
さ
れ
て
い

る
か
た
が
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控

除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
医
師
が
発

行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
保
険
者
（
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
）
が
発
行
す
る
「
お
む
つ

使
用
確
認
書
」
で
も
医
療
費
控
除
の

対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
平
成
20
年
中
に
要
介
護
認
定
有
効

期
間
が
あ
る
こ
と

②
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意

見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
尿
失
禁
の
発
生
可

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
大
変
お
得
で
す
。

◎
免
除
制
度

　

新
し
く
成
人
さ
れ
た
か
た
の
中

で
、
学
生
で
あ
っ
た
り
、
働
い
て
い

な
い
の
で
収
入
が
な
く
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
か
た
の
た
め
に
特
例
制

度
や
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
か
た
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る

と
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い

で
き
る
制
度
で
す
。

☆
申
請
免
除
制
度

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た
で
、

本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所

得
が
一
定
以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら

れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
（
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
免

除
額
を
設
定
）。

☆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
か
た
で
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
で
、

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
を
後

払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
追
納

　

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
追
納
対
象
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、

承
認
さ
れ
て
い
た
期
間
の
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

（
例
：
承
認
さ
れ
た
期
間
が
平
成
20

年
度
の
場
合
は
平
成
23
年
度
以
降
）。

　

皆
さ
ん
と
年
金
は
一
生
、
長
い
お

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
な
ど

の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
か
た
に
、
支

払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の

の
確
定
申
告
（
住
所
地
を
管
轄
す
る

税
務
署
で
受
け
付
け
）
の
際
に
添
付

書
類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
つ
以
上
の
公
的
年
金
な

ど
の
支
払
者
に
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た
、
給
与
な

ど
の
所
得
の
あ
る
か
た
は
、
確
定
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
源
泉
徴
収
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
控
除
（
生
命
保
険
料
や
医
療

費
な
ど
）
が
あ
る
か
た
は
、
還
付

を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
送
ら
れ
て
き
た

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
に

は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
で
再
交
付
で
き
ま
す
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
か
た
に
は
税
金
が
掛
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
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れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
１
５
８
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
税
の
年
金
天
引
き
の
変
更

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
（
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
か

た
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
）
は
、
原

則
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
徴
収
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
制
度

改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
、

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
引
き
続
き
４
月

以
降
も
年
金
天
引
き
と
な
る
か
た

や
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
新
た
に
年

金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
か
た
（
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

で
、
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
を
希
望
す
る
か
た
は
、
平
成
21

年
１
月
30
日
㈮
ま
で
に
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
１
）、
岡
部

市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
３
‐
２
７
８
３
）、
花

園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
２
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

農
家
の
皆
さ
ん
へ

【
野
菜
く
ず
を
処
理
す
る
場
合
】

　

最
近
、
道
路
の
端
に
野
積
み
さ
れ

て
い
る
野
菜
く
ず
（
ネ
ギ
の
皮
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

の
残ざ

ん

渣さ

）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
野

菜
く
ず
が
野
積
み
の
ま
ま
だ
と
悪
臭

が
漂
っ
た
り
、
交
通
の
障
害
に
な
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
掛

か
り
ま
す
。

　

野
菜
く
ず
は
、
自
分
の
ほ
場
内
に

搬
入
し
て
、
後
に
耕
運
を
行
い
有
機

堆た
い

肥ひ

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
８
）
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

を
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
申
請
に
基

づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
20

歳
以
上
（
平
成
元
年
４
日
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
か
た
、

ま
た
は
そ
の
世
帯
員
で
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
か
た
（
こ
の
ほ
か
農

業
生
産
法
人
の
組
合
員
や
社
員

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
）

※
申
請
書
は
各
農
事
支
部
な
ど
を
通

じ
、
配
布
・
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

届
か
な
い
か
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
５
７
４
‐
６
６
６
３
）
へ

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

　

平
成
21
年
度
中
に
各
学
校
・
給
食

セ
ン
タ
ー
が
発
注
す
る
学
校
給
食
用

の
食
材
に
つ
い
て
、
納
入
を
希
望
す

る
か
た
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
20
日
㈫
〜
２
月
10

日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
平

日
の
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
の
間

と
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
場
所

　

教
育
総
務
課
、
岡
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
花
園
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

有
効
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

か
ら
１
年
間

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
‐
５
８
１
１
）
へ

深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫
〜
３
月
31

日
㈬
ま
で
の
予
定
で
、
大
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
の
舞
台
照
明
・
機
構
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
の

利
用
は
、
平
成
21
年
１
月
の
受
け
付

け
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
室
と
練
習
室
は
通
常

通
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
民
文
化
会
館

（
☎
５
７
３
‐
８
７
６
５
）
へ

入
札
参
加
申
請
受
け
付
け

　
「
物
品
・
そ
の
他
業
務
」
で
市
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
入
札
参
加

申
請
（
平
成
21
・
22
年
度
）
の
受
け

付
け
を
、
２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮
ま

で
の
１
か
月
間
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
総
務
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
４
）
へ

※
建
設
工
事
、設
計
調
査
測
量
業
務
、

土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
電
子
入
札
導
入
に
伴
い
、

県
の
共
同
受
け
付
け
に
よ
り
実
施

し
た
た
め
、
平
成
20
年
11
月
28
日

を
も
っ
て
申
請
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
退
職
金
共
済
掛
金

補
助

　

市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
、
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
る
企
業
者
に
対

し
、
小
規
模
企
業
者
の
育
成
と
従
業

員
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
企

業
者
が
負
担
し
て
い
る
従
業
員
退
職

共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件　

退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
小
規
模
企
業
者
（
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
が
20
人
以
下
【
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
】）

で
、
市
内
に
工
場
、
店
舗
ま
た
は

事
務
所
な
ど
を
有
し
、
１
年
以
上

の
事
業
実
績
が
あ
り
、
か
つ
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
所
で
あ

る
こ
と

補
助
交
付
期
間　

36
か
月

補
助
内
容　

年
間
掛
金
総
額
の
20
％

以
内
と
し
、
１
人
に
つ
き
月
額
上

限
補
助
金
額
は
２
千
円
と
す
る

申
請
時
期　

毎
年
１
月

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
０
）
へ

20夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

11
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
11
月

の
寄
付
金
は
、
19
件
で
７
２
６
，

３
３
７
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
‐
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

火
災
（
消
防
車
の
出
動
）
の
問
い
合
わ
せ

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９
９ 

ー 
 

４
９
４
４

※
病
院
な
ど
医
療
機
関
情
報
の
問
い
合
わ
せ

は
指
令
課
（
☎
５
７
１
‐
０
１
１
９
）
へ

【
市
役
所
窓
口
取
扱
時
間
】

・ 

月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
 30
分
〜
午

後
５
時
 15
分
ま
で
（
祝
休
日
を
除
く
）

・ 

木
曜
日
：
市
役
所
本
庁
舎
１
・
２
階

の
窓
口
業
務
は
午
後
７
時
 15
分
ま
で

（
ほ
か
の
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
取
り
扱
え

な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
）

アドバイス＆相談

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談
相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

 1 月 7 日㈬・21 日㈬、 2 月 4 日㈬午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

 1 月 15 日㈭、 2 月 19 日㈭午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

 1 月 14 日㈬、 3 月 11 日㈬午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

 1 月 6 日㈫、 2 月 3 日㈫午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝休日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

 2 月 5 日㈭午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
 1 月 16 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
 2 月 20 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝市民相談員
午前9時30分～正午・午後1時～4時30分（受け付け：4時まで） 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝くらしいきいき課職員
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

 1 月 20 日㈫午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 202 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関する
相談 毎月第 1日曜日 午前 9時～午後 4時 収税課、総合支所税務課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

 1 月 13 日㈫、 2 月 10 日㈫午前 10 時～午後 3時 1月市役所西別館 202 会議室
2月市役所西別館 303 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 川本総合支所相談室

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど  1 月 17 日㈯、 2 月 21 日㈯午前 11 時～午後 3時

予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝休日を除く）内職・就職は予約制

産業会館 3階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など  1 月 18 日㈰、 2 月 5 日㈭午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名
※エイズ即日検査は採血後60
分で結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、
梅毒検査（無料）、クラミジア
検査（有料）も受けられます

エイズ即日検査  1 月 8 日㈭、 2 月 5 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査  1 月 8 日㈭、 2 月 5 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
 1 月 27 日㈫、 2 月 24 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

子ども
スマイルネット

子ども (原則 18 歳未満 ) にか
かわるすべての悩み電話相談 毎日（祝休日・年末年始を除く）午前９時～午後 9時 30 分 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007
精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制  1 月 20 日㈫、 3 月 10 日㈫午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困りごとや交通事
故相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

虐待が疑われる子どもを見つけた場合
は、 ホットラインへご連絡ください。
ホットライン　☎ 574 － 3000（市役所
本庁舎家庭児童相談室内）

とき　毎週水曜日午後１時～４時（1月 28 日を除く）
ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

深谷市子どもの虐待防止ホットライン深谷市子どもの虐待防止ホットラインL・フォルテ子育て支援軽運動室開放L・フォルテ子育て支援軽運動室開放


